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　新春恒例の大会は、七城総合支所前
をスタート・ゴールとする全 14区間、
25.8kmのコースで行われ、各分団か
ら 12チームが参加し、熱戦が繰り広
げられました。選手選考などにご協力
いただいた地区体育員の皆さま、あり
がとうございました。上位の結果と区
間賞は、表のとおりです。（敬称略）

　芦北町民総合センターで、熊日学童オリンピック空手道競技大会があり、県
内各地から総勢 400人あまりの参加がありました。
　この大会は３人１組による組手・形競技の団体戦で行われ、活気ある雰囲気
の中、一人ひとりが責任を持って試合に臨み、輝かしい成績を収めました。
　菊池市から参加した拓魂塾、烈士舘の成績結果は次のとおりです。（敬称略）
総合の部　優勝　拓魂塾A（岩永直也・益崎　豊・谷　祐磨）
※拓魂塾の総合優勝は、第 28回大会からの５連覇。
１・２年男子団体形の部　準優勝　烈士舘（園田伊織・栃原悠聖・上野翔暉）
　ベスト８　拓魂塾（岩永祥吾・入江大地・吉野　圭）
３・４年男子団体組手の部　３位　烈士舘（長尾浩平・大城戸永吉・上田桂靖）
３・４年女子団体組手の部　準優勝　烈士舘（長尾有梨・上野美玲・前田美紗都）
　３位　拓魂塾（田代麻依・角田祐里子・出口琴美）
５・６年男子団体形の部　３位　拓魂塾A（岩永直也・益崎　豊・谷　祐磨）
　３位　拓魂塾B（岩永祐貴・出口誠也・角田耕一）
５・６年男子団体組手の部　優勝　拓魂塾A（岩永直也・益崎　豊・谷　祐磨）

11月12日（日）
第32回熊日学童オリンピック空手道競技大会

　コミュニティの健全な発展を図る
ことを目的とした「コミュニティ助
成事業」により、高野瀬区（菊池）
に防犯灯 12基が整備されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝
くじ普及広報事業費を財源として財
団法人自治総合センターが助成決定
を行うもので、学生や生徒の夜間下
校時はもとより、一般市民の安全確
保が図られることになります。

宝くじ助成事業で高野瀬区
（菊池）に防犯灯を整備

　毎年恒例の大会は、旭志総合支所
前をスタート・ゴールとする一般の
部全 14 区間、子どもの部全 18 区
間、30kmのコースであり、各地区
から 24 チーム（一般の部 16 チー
ム、子どもの部８チーム）が参加し、
選手たちは沿道からの熱い声援を受
けながらタスキを繋ぎ、ゴールを目
指しました。上位の結果と区間賞は、
表のとおりです。（敬称略）

輝かしい成績を収めた拓魂塾（左写真）と烈士舘（右写真）の子どもたち

旭志総合支所前をスタートする参加者
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1月21日（日）菊池・七城・旭志で一周駅伝大会
　旧菊池市・七城町・旭志村を一周する駅伝大会がそれぞれの地域であり、選手たちは沿道からの熱い声援を
受けながら一本のタスキに気持ちを込め、健脚を競いました。沿道のあたたかいご声援ありがとうございました。

第31回旭志一周駅伝大会（一般の部）
第41回くらだけ友の会

旭志一周駅伝大会（子どもの部）
総　合　順　位

区分 順位 チーム名 記　録

一
般
の
部

１位 JA菊池A 1時間53分23秒

２位 九州
柳川精機 1時間54分52秒

３位 岩本
走ろう会 2時間02分14秒

子
ど
も

の
部

１位 新明Ａ 2時間07秒46秒
２位 護川Ａ 2時間09分51秒
３位 旭野Ａ 2時間12分09秒

●一般の部
区
間
距離
km 氏　名 チーム名 区間記録 区

間
距離
km 氏　名 チーム名 区間記録 区

間
距離
km 氏　名 チーム名 区間記録

1 2.4 岩木憲一 JA菊池Ａ 7分24秒 6 1.7 出田竜也 JA菊池Ａ 8分18秒 11 1.6 平山大剛 JA菊池Ａ 6分00秒

2 2.4 寺地和仁 九州柳川
精機 7分40秒 7 2.9 斉藤　誉 小原 9分54秒 12 2.7 佐藤英昭 九州柳川

精機 8分09秒

3 1.2 薮田浩司 九州柳川
精機 4分51秒 8 0.9 岩下美加 JA菊池Ａ 2分51秒 13 2.5 佐野木成俊 市役所 9分06秒

4 3.0 松田英司 九州柳川
精機 10分21秒 9 1.0 山田哲二 市役所 2分54秒 14 2.8 中川文雄 九州柳川

精機 9分51秒

5 2.5 中村隆純 市役所 9分40秒 10 2.4 石原裕一郎 伊坂 9分29秒

●子どもの部
1 1.5 森　優香 新明Ａ 5分31秒 7 2.5 志水駿太 麓Ａ 9分28秒 13 2.4 中川勇樹 護川Ｂ 8分49秒
2 0.9 藤江きよか 新明Ｂ 3分50秒 8 1.7 岩村ひとみ 護川Ａ 8分07秒 14 1.6 大賀郁実 新明Ａ 6分39秒
3 2.4 中山　翔 新明Ａ 8分41秒 9 1.7 永田彩也香 新明Ａ 6分37秒 15 1.6 坂田　昴 新明Ｂ 5分18秒
4 1.2 坂本享平 護川Ａ 5分33秒 10 1.2 三池りゅうや 旭野Ａ 4分48秒 16 1.1 大賀みちる 新明Ｂ 5分04秒
5 1.3 東　真美 新明Ａ 5分26秒 11 0.9 岡島りり 麓Ａ 3分55秒 17 2.5 上野博満 護川Ａ 9分28秒
6 1.7 斉藤真帆 旭野Ａ 7分07秒 12 1.0 中村しゅん 新明Ａ 4分25秒 18 2.8 中村壮士 新明Ａ 9分34秒

区　間　賞

　今回、縁があり「菊池市海外研修生の会」派遣事業に参加す
ることになりました。最初は、この事業の経緯や具体的内容を
まったく知らずにいたので、期待以上に多くのことを心配して
いました。しかし、事前研修が２回開催され、前年度に参加し
た皆さんからの思い出や感想、韓国ホームステイの状況を聞き、
韓国の社会情勢や自然などを学んだため、少しは不安から解消
され、「せっかくの機会だから楽しく参加しよう」という気持
ちになりました。
　韓国の仁川空港に着き、ソウル外国語アカデミーに到着。早
速、尹学院長先生や学院の皆さんから暖かい歓迎を受け、研修
の第一印象として「心の温かさ」を強く感じました。ホームス
テイ先に到着すると、学院生のお母さんと弟くんの出迎えがあ
り、家族的な雰囲気を味わえました。
　出発前に感じていた「言葉」の問題も通訳やホームステイ先の学院生により、何不自由なく過ごすことができました。事
前にもう少し韓国語の勉強をしておけば、もっと韓国を理解することができたのではないかと反省しています。
　熊本空港から飛行機で１時間あまり。考えてみると、韓国は東京よりも近い国です。今回の研修に参加して生まれや育ち
は異なるものの、それぞれの国の文化を受け継ぎながら生活している様子を自分の目で見て、感じることができました。もっ
と多くの皆さんにこの研修事業を知ってほしいし、またできれば是非とも参加してもらいたいと思っています。

菊池市海外研修生の会　団員　清田幸臣

「菊池市海外研修生の会」事業実施報告②
初めての韓国研修に参加して

韓国研修に参加した中原さん（前列左）、依田さん（前列中）、
清田さん（前列右）

第50回菊池市青年団市内一周駅伝大会
　菊池市役所前をスタート・ゴールとする大
会は、明るいきれいな選挙を呼びかけること
を目的に、全７区間、28kmのコースであり、
10チームが参加しました。上位の結果と区
間賞は、表のとおりです。（敬称略）

総　合　順　位
順位 チーム名 記　録

優勝 菊池南中
陸上部 1時間47分53秒

２位 菊池市陸上
競技協会 1時間47分59秒

３位 菊池北中A 1時間52分41秒

区　間　賞

区間 距離
km 氏　名 分団 区間記録 区間 距離

km 氏　名 分団 区間記録 区間 距離
km 氏　名 分団 区間記録

1 1.7 迫　勇太 2 6分35秒 6 1.8 松本　卓 6 6分02秒 11 1.8 田代莊祐 9 6分25秒
2 1.6 加藤　修 2 5分47秒 7 2.2 栗原俊介 8 7分37秒 12 1.5 栗原美奈 8 5分48秒
3 1.7 高野義幸 10 6分31秒 8 2.3 井藤久継 10 7分30秒 13 1.6 佐山扶美佳 12 6分02秒
4 1.3 歌丸愛依子 1 4分33秒 9 2.3 山下祐貴 2 7分36秒 14 1.8 隈部憲一郎 3 6分18秒
5 2.0 本山三幸 10 7分28秒 10 2.2 高野和幸 10 8分00秒

区　間　賞
区
間
距離
km 氏　名 チーム名 区間記録 区

間
距離
km 氏　名 チーム名 区間記録 区

間
距離
km 氏　名 チーム名 区間記録

1 4.0 宮本龍二 菊池南
中学校A 15分14秒 4 3.9 工藤智生 菊池北

中学校A 15分13秒
7 4.7 中村貴明

菊池市役所
職員労働組合
青年女性部

16分42秒
2 3.7 池田二郎 菊池市陸上

競技協会 14分15秒 5 5.2 大村岩四郎 菊池市陸上
競技協会 17分08秒

3 4.4 田中正章 菊池市陸上
競技協会 17分24秒 6 2.3 中川香織 菊池南

中学校A 08分32秒

第31回七城一周駅伝大会
総　合　順　位

順位 チーム名 記　録
優勝 第12分団 １時間40分49秒
２位 第10分団 1時間43分31秒
３位 第８分団 1時間43分50秒

前半優勝 第12分団 39分47秒
後半優勝 第12分団 1時間01分02秒

★最優秀選手　佐山扶美佳選手（12分団）
★躍進賞　第10分団

七城総合支所前をスタートする参加者

菊池市役所前でスタートを待つ参加者
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